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設置の目的・事業の内容設置の目的・事業の内容



障害のある方々の保健・医療・福祉の次代を拓く障害のある方々の保健・医療・福祉の次代を拓く
国立障害者リハビリテーションセンター国立障害者リハビリテーションセンター
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■対象となる方々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆身体の機能低下によって歩行や身の回りのことなど日常生活にお困りの方やその

可能性のある方 
◆眼に関することでお困りの方やその可能性のある方 
◆耳の聞こえや、 言葉についてお困りの方やその可能性のある方 
◆食べ物の飲み込みなど、 口や喉の動きについてお困りの方やその可能性のある方 
◆病気やけがによって判断や記憶などの問題で日常生活にお困りの方やその可能性のある方 
◆病気やけがの後遺症により、生活に復帰するためのリハビリテーションが必要な方
◆発達の問題を有する方（疑いを含む）で、身体の機能や目の機能、聞こえに関する困

りごとを併せ有する方
★障害者認定 （障害者手帳等） を受けている必要はありません 　★子供から大人まで受け付けます

リハビリテーション医療の提供リハビリテーション医療の提供
病 院病 院

個々の患者様に最適な安全で質の高い医
療を提供し、 リハビリテーション医学お
よび障害者医療の発展とリハビリテー
ション専門医療職の育成に努めます。

■理　念　　　　　　　　　　　　

■受診までの手続（フロー図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■診療科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
内科、 神経内科、 精神科、 眼科（ロービジョンクリニック）、耳鼻咽喉科、 
整形外科、 リハビリテーション科、 泌尿器科、 歯科、 児童精神科、 小児科、
婦人科

※受診予約専用電話　電話 04 － 2992 － 6364　FAX 番号  04 － 2996 － 3074
　　　　　　　　　　受付時間  平日 ９：30 ～ 11：30 ／ 12：30 ～ 15：30　
※児童精神科では医療機関等からのご紹介のみお受けしております。
※精神科については、 再診のみの受付となっております。 
※歯科受診は、 センター代表電話 04 － 2995 － 3100　にお問い合わせください。 
※各診療科の紹介や詳しい受診方法等については当院ホームページ
　http://www.rehab.go.jp/hospital/japanese/index.htm　もご参照ください。

■専門外来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご利用の対象は次のような方々です 
◆人間ドック
　車いす使用の方など障害のある方
◆高次脳機能障害専門外来
　けがや病気で記憶や判断など高次脳機能

障害にお悩みの方
◆言語発達・構音障害外来
　18 歳以下の方で、「言葉の遅れ」や「発

音がはっきりしない」、　「発音がうまくで
きない」などお悩みの方

◆耳鳴外来
　耳鳴りでお悩みの方
◆成人吃音相談外来
　吃音でお悩みの方
◆小児吃音外来
　18 歳以下の方で、吃音でお悩みの方
◆補聴外来
　成人で補聴器を考えている方
◆小児難聴外来
　小児の難聴でお悩みの方
◆ロービジョンクリニック　
　見えにくさを感じている方
◆シーティング・クリニック
　座位保持にお悩みの方
◆補装具診・装具外来
　義肢や装具の必要な方
◆健康増進・スポーツ外来
　生活習慣病を予防したい方やスポーツに

取り組みたい障害のある方

◆児童精神科ショートケア
　学校生活や就労を目指している思春期お
　よび青年期の発達障害のある方
◆障害者検診
　身体障害者手帳をお持ちの 18 歳以上 65

歳未満で、活動機能低下予防を考えてい
る方

◆脊髄再生医療リハビリ相談外来
　脊髄損傷など外傷や疾患による脊髄の障

害のため手足に麻痺があり、再生医療を
はじめ先端的な治療に積極的に取り組み
たいと考えている方

人間ドック

拡大読書器選定風景 ロービジョンクリニック

補装具診・装具外来

小児難聴外来

シーティング・クリニック

脊髄再生医療リハビリ相談外来
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■利用開始までの手続（標準例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■事業内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■基本理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

障害福祉サービスの提供障害福祉サービスの提供
自立支援局自立支援局（指定障害者支援施設）（指定障害者支援施設）

障害者総合支援法に基づき、指定障害者支援施設として主に身体に障害のある方
が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、以下のような障害福祉
サービスを実施しています。

●課税状況により市区町村が定めた各サービスの利用料に加えて、 食事及び光熱水費の実費負担があります。 なお、 軽減措置等
がありますので、利用料の詳細については市区町村の福祉担当窓口にご相談ください。

●国立職業リハビリテーションセンター（以下「職リハセンター」という。）を通所で利用することが困難な方は当センターの施設
入所支援を利用できる場合があります。その場合は、当センター利用開始後に職リハセンターが行う評価に基づいて職リハセン
ターの利用が決定されます。

※ 1 サービスをご利用いただくためには、市区町村から障害福祉サービス受給者証の交付を受けることが必要です。		
※ 2 自立訓練（生活訓練）の終了後、所沢市内で単身生活になる方等を対象に、「自立生活援助」サービスを提供しています。	
※ 3 就労移行支援を経て就職（復職を含む）し、さらに 6 か月の後支援を受けた方を対象に、「就労定着支援」サービスを提供しています。

※自立支援局では、新型コロナウイルス感染防止策を講じる以前の写真も含まれています。

サービスの種類 対象者 ※ 1 定員 利用期間

昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス

自立訓練 （機能訓練） 
主に視覚に障害のある方

110 名
18 か月以内
 （頸髄損傷による四肢の麻痺その他これ
に類する状態にある方は最長 3 年間） 主に頸髄損傷による重度の肢体不自由の方

自立訓練（生活訓練）※ 2 主に高次脳機能障害のある方 30 名 24 か月以内

就労移行支援 ※ 3
主に身体障害のある方
高次脳機能障害のある方
発達障害のある方

100 名 24 か月以内

就労移行支援（養成施設） 視覚障害のある方 168 名 3 年又は 5 年

施設入所支援 昼間実施サービスを利用し、通所が困難な方 410 名 昼間実施サービス提供期間内

① 私たちは、利用者の基本的人権を尊重します。
② 私たちは、利用者の自立と主体性を尊重したサービスを提供します。
③ 私たちは、利用者が社会の一員として、あらゆる活動に参加できるよう支援します。
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障害のある方の自立と社会参加、生活の質向上を促進するための支援システム・
支援技術・支援機器に関する研究を他部門と連携して実施しています。

病院や自立支援局と協力をして、運動機能障害に対しては歩行訓練や安定した立位の
ためのリハビリテーション技術の開発、脳障害や感覚器障害に対しては、円滑なコミュ
ニケーションの確立や難治疾患の病態解明、個人に合わせた治療・リハビリテーショ
ンを目指し、技術開発と病態解明を進めています。

支援技術・支援機器・支援システムの研究開発支援技術・支援機器・支援システムの研究開発
研 究 所研 究 所

■リハビリテーション技術を開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■計測技術を開発　　　　　　　　　　　　　　

■機器を障害のある方に
　合わせるための取組　

臨床現場を科学と工学で支える

障害者の運動機能回復をめざす研究
再生医療と連携した脊髄損傷後の機能回復リハビ
リテーションプログラムの構築、姿勢障害改善の
ためのリハビリテーション手法の開発、グリア細
胞を標的とした脊髄損傷・脳卒中治療薬の開発、
骨粗鬆症治療薬の開発を行っています。

感覚器・コミュニケーション障害研究 
分子生物学と生理学の手法を用いて網膜
色素変性（RP）や難聴に関する病態解明、
診断法の開発研究、吃音、高次脳機能障害、
発達障害に関する基礎研究・支援に繋げ
る研究をしています。

せん断力測定システムの開発
皮膚の表面に加わる水平方向の力（せん断
力）を測定できるセンサーシステムを開発
しています。皮膚が密着する義足内壁面に
取り付けても邪魔にならない様に小型化
に成功しました。（厚さ：０. ７ｍｍ、直径：
６. ５mm）
車いすにおける床ずれ防止用マットや義
足のソケット内部の評価などへの応用を
通して、障害のある人の快適な社会生活を
側面から支援することを目指しています。

ロボット技術活用
福祉機器の評価・計測用に人型で各種
センサーを組み込んだダミーロボット
を独自に開発しています。臀部を模倣
したダミーロボットは、力を測定でき
るセンサーを内蔵し、トイレ環境にお
ける床ずれ防止用の便座や車いす座面
などの評価に活用することなどを通し
て、障害のある人の快適な社会生活を
側面から支援しています。

シーティング適合（適切な座位姿勢の保持）
に関する研究
病院でのシーティング・クリニックと
連携し、座位姿勢の計測や座位保持装
置、褥瘡（床ずれ）予防、電動車椅子
の操作に関する研究を進めています。

ロボット型歩行訓練装置

せん断力測定システム
測定システム 床ずれ防止マット測定

義足ライナー内壁面測定

臀部型ダミーロボット

新規診断法・進行予防法の開発を目指した
網膜色素変性モデルの作製と解析

吃音の病態解明に向け、脳の
神経繊維を可視化し、正常人

（写真）と吃音者との間で比較。

難聴の病態メカニズム解明のた
め、内耳にある有毛細胞にガラ
ス電極を当てて電気信号を記録。

重心動揺リアルタイム
フィードバック装置

グリア細胞

10



障害のある方の自立と地域社会への参加を進め、自分らしい生活を送ることができる
ようにする支援技術と支援システムを実現するために、医学、工学、行動科学、心理学、
社会科学を統合して学際的研究開発を進めています。

国の障害者政策を推進するための取り組みを技術的・政策的な側面から支えています。
補装具費支給制度・福祉機器の基準の策定・障害認定などに、重要な役割を果たしています。

■安心・安全な生活のために　　　■先端技術の導入　　　　　　　　

■障害当事者の参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■補装具費支給基準等の改正のため
　の調査・学術的な検討　　　　　

■補装具の安全性評価　　　　　　

社会参加の技術を創る

政策を支える

ニューロフィードバックの応用
先端的な脳信号分析手法を用いることにより、脳内ネットワークの働
きを操作・調整し、自律的に認知行動機能を制御する技術（ニューロ
フィードバック）の応用に取り組んでいます。既存のリハビリテーショ
ンプログラムや脳刺激法と組み合わせることで、さまざまな脳機能障
害に有効な新しい介入技術の開発をめざします。

国リハコレクション
障害のある方がおしゃれして
出かけたくなるような衣生活
環境の促進を目指して、セン
ター内外と連携して国リハコ
レクションを開催しています。
活動を通じて、障害のある方
の衣服制作支援から試着評価
等総合的な取り組みを行って
います。

補装具（義肢、装具、座位保
持装置、電動車椅子、補聴器、
義眼等）を購入する方等への
公費（補装具費）支給基準の
検討に役立つよう、価格根拠
等のデータ調査や制度のあり
方の検討を学術的な立場から
行っています。

頸部装着型体温調節支援システムの開発
発汗などの体温調節機能が失われた障害のあるアスリー
トの支援を目的に、頸部に装着し、車椅子に搭載可能な
冷却装置を開発しています。

災害に備える
避難方法の検討作業など災害対策の準備段階に障害のあ
る方が参加できるように、当事者自身が読める防災マ
ニュアルを作成し、当事者も参加対象とした避難所運営
ゲーム（ＨＵＧ）体験会や個人避難計画作成グループワー
クを実施しました。
また地域での防災訓練への障害当事者の参加の取り組み
を、平成 25 年度から継続し、環境整備と地域協力者の
拡大に努めています。

下肢装具の破損情報の収集と試験規格・基準の作成
これまで、明確な安全性の規格や基準が十分ではなかっ
た下肢装具に着目し、破損状況の把握から、利用時の負
荷計測、試験方法の構築、規格・基準の策定まで、包括
的な研究に取り組んでいます。 11
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リハビリテーションに関する専門職の人材育成リハビリテーションに関する専門職の人材育成
学 院学 院 （先駆的・指導的専門職の養成・研修）（先駆的・指導的専門職の養成・研修）
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学院では、 年間 30 を超えるリハビリテーション及び知的障害・
発達障害関係の研修会を実施し、 社会的ニーズに対応した人材、 
各専門職のリーダー等指導的役割を担う人材を育成しています。

■研修部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■高次脳機能障害情報・支援センター　Web サイト http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/

障害関係機関との情報ネットワークを構築し、 国内外の障害のある
方のリハビリテーションに関する情報を収集し、 障害当事者や関係
者が必要とする情報を提供しています。

リハビリテーションに関する情報収集及び提供リハビリテーションに関する情報収集及び提供

全国連絡協議会等を開催し、各

都道府県の高次脳機能障害支援

拠点機関と連携して、地域にお

ける支援の充実を図ります。

関連機関との連携

高次脳機能障害者支援に関する

施策や国内外の情報を高次脳機

能障害情報・支援センターの

ウェブサイトを通じて発信します。

情報発信・普及啓発

調査研究

高次脳機能障害支援拠点機関の

職員等に対して、支援技術習得

に関する研修を実施します。

各種支援プログラムの成果を検

証して改正します。社会資源調

査や、各種実態調査を行い、支

援体制の整備に役立てます。

研　　　修

■発達障害情報・支援センター　Web サイト http://www.rehab.go.jp/ddis/
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■支援機器イノベーション情報・支援室  Web サイト http://www.rehab.go.jp/innovation/

補装具をはじめとする支援機器に関する様々な情報を総合的に発信すること
等を通じて、障害のある方の日常生活や社会生活を支援していきます。

◆障害のある方の支援機器に関する情報発信
◆補装具等の普及促進を

図るための関係機関との
連携支援

◆補装具完成用部品指定申請の事前審査

小児筋電義手の普及促進
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組織の概要組織の概要
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■所在ＭＡＰ　　　　　　　　　　　　　　
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